




Research Activities of the Indo-Japanese Association during the Second World War Period;
A List of Documents on India and Ceylon












ルムから復元した複製本とを合わせて、完全版を利用することも可能である（「史資料ハブ」No. 2  p. 






































































































































＊参考書：Royal Commission on Agriculture in India: Report. （1928）
　　　　　 Russell, John: Report on the work of the Imperial Council of Agricultural 
Research in applying science to crop production in India.













































































［昭和17］　1, 38 p.　 19.5x27.5cm　タイプ印刷
表紙は手書き謄写版
序言　昭和17年6月































 ［昭和18.1］　1, 2, 507 p.（日印調資　第二種七號）　18x25.5cm　タイプ印刷
序文：昭和18.1




「アッサムベンガル鐵道」　3 p.  18x25.5cm　タイプ印刷
「イースタンベンガル鐵道」　8 p.  18x25.5cm  謄写版
「ブータン （Bhutan）」　8 p.  18x25.5cm  謄写版






















序文      1＋10枚
目次      1＋15枚
第1章      1＋130枚
第2章　（昭和18.8.15）    1＋76枚
第3章　前半　（昭和18.8.23）   1＋104枚
第3章　後半　（昭和18.8.27）   1＋83枚
第4章　（昭和19.9.6）    1＋109枚
第5, 6, 7章     1＋47枚
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其一　第1章　序論      p. 1-89
其二　第2章　一九二五―二六年の通貨委員會活動とその以降  p. 90-162 
其三　第2章　一九二五－二六年の通貨委員會活動とその以降  p. 163-233
其四　なし
其五　［第3章第2-3節］      p. 295-375
其六　［第3章第4節］      p. 376-384
　　　第4章　金融市場（B） 1926-1932　第1節   p. 385-455
其七　第4章　金融市場（B） 1926-1932　第2節   p. 456-504
其八　第4章       p. 505-547
（3）沼野英一著「セイロン記事　（1）（2）」
財團法人日印協會原稿用紙200字詰使用　　92枚
内容：ポルトガルの統治時代     p. 1
オランダの統治時代      p. 4
英國の侵畧と統治時代      p. 8
天意即應        p. 26
日英に對する住民の心理      p. 33
住民の根性と邦人の心構え      p. 69










　序文　　財團法人日印協會調査部         2 p.
　序            9 p.
　セイロン島　渡航及び歸朝の動機     p. 1
　在外邦人の意気       p. 10
　濠洲兵の乱暴狼藉      p. 19
　濠洲人と英人気質      p. 24
　英人の敵愾心と愛國心      p. 30
　英米蘭濠人の闘争性と残虐性     p. 33
　ロータリークラブの醜態      p. 40
　佛法島        p. 46
　日本風の人力車と有髯車夫     p. 48
　各國娘子軍の駐屯      p. 52
　華僑のもてぬ國       p. 57
　セイロン島の相貌      p. 64
　霊山アダムス・ピーク      p. 70
　不思議な象の話       p. 73
　九宝の島       p. 82
　宝石の彫磨法の話      p. 88
　自然と宝石の趣味      p. 93
　宝石に關する迷信      p. 97
　お伽噺のやうな眞珠の話      p. 100
　黒鉛の話       p. 108
　未知の鑛山       p. 122
　家畜と牛の馬車       p. 124
　飼料と食糧の話       p. 132
　動物愛護と人道主義      p. 136
　二千五百年來在住の原始人ヴェッダ    p. 139
　佛教傳來       p. 144
　聖樹なる菩提樹       p. 148
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　ペラハラ祭　（Perehara）      p. 150
　ウェサック祭　（Vesak）      p. 157
　住民の耳と音樂       p. 160
　人情美        p. 168
　常夏の心身に及ぼす影響      p. 177
　風土病        p. 189
　習慣の相違       p. 197
　権利義務觀念と社會相      p. 211





　　　［第1部］       p. 344-795
セイロン島の気象           344-372
一九三九年度の議会回想録          373-386
行政組織            387-397
総督官邸着席順           398-405
各省の國會實行委員          405-414
三大市役所（コロンボ、ゴール、キャンディ）       415-429
教育            430-435
出産、死亡、結婚           436-463
諸登記、病院の料金、農園病院設立の心得、検疫、予防注射      464-570
勞働移民事項           571-599
勞働法            600-610
鑛山及び工夫に關する法令          611-626
人口            627-642
自動車に關する事項          643-676
飛行場            677-680
郵便、電信、電話　（一九三九年度）         681-763
放送局            763-768
無線電信機           769-772
鐵道            772-778
戦時下の日印協会調査活動の一断面（松本脩作）
95
市街道路            778-779
橋梁            780-786
セイロン及びミニコイ（Minicoy）燈台明細事項       787-795
（6） 　　　［第2部］       p. 796-1121
一九三九年度の為替率          796-798
椰子油關係           798-803
漁業            804-805
貨物運賃など           806-810
セイロン島の貿易と英國の貿易政策         811-837
セイロン生産品栽培エーカー数（一九三九年調）       838-839
セイロン茶の歴史概略          840-848
茶の製［生］産額其他（輸出等）         849-882
ゴム生産（輸出等）           883-927
椰子（樹、實、油等）（附表）         928-963
各種輸入品明細           964-976
煙草            977-979
電氣機具            979-981
織物と日本の躍進           981-986
日、英、印度の輸入量比較　（附表）         986-996
自動車と慰安           997-1003
セメント、日本製と英國製の競争         1004-1006
茶函と日本製           1007-1008
石鹸、鐵及び鋼鐵、肥料 ...　（輸入品）        1008-1021
貿易超過と財政難           1022-1023
セイロン商業会議所の内規　ゴムの競売條件        1024-1058
セイロン商業会議所の内規　茶の競売内規及び売買條件      1058-1072
パーチメント・コーヒー売買條件         1072-1078
椰子油売買條件           1078-1084
ココア及びカアダモン売買契約條件・油及び黒鉛船積規則      1084-1113
出入船舶数及び頓数          1114-1116
















デルヒ市場     14枚
印度土侯國市場      7枚
中央州市場     21枚
西北國境州市場     14枚
ネパール市場     19枚





















題       　　　p. 1-66
第八章　聯盟及び會議派の印度改革に關する共同計画   p. 67-135
第九章　自治運動       p. 136-187
第十章　カリハ運動（Khilafat）と非協力運動（Non-co-operation movement）
　　　　　―印回聯合の失敗―     p. 188-333













































（3）「 Voice of India, Indian National Congress Golden Jubilee Number, 28th December 1935」
Published by Indian National Congress Committee of Japan, Kobe.
［27］ 29, 4 p.  23x31cm
表紙を含めて最初の4頁欠、英文・邦文併記（部分的）、写真





國民會」（Indian National Association of Japan）の出版物はいくつか残存している。
＊“印度國民會議日本支部は日本及び印度相互に關する正確なる情報を弘める目的を以て
1928年に九人の印度人に依つて組織せられた。1929年に本部の公認を得、1930年に月刊
機關誌としてボイス・オブ・インデアを發刊し今日に到る、又1931年印度人學生の便宜
の爲印度郷を建設した……”
＊支部長：エ・エム・サハイ（Anand Mohan Sahay）
